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54年 

【長寿のお祝いを受ける最高令者の世良馬吉さん（写真左）】 

町 の 人 口 

人 口 9,422 人 （増33) 

男 4,513 人 （増17) 

女 4,909 人 （増16) 

世帯数 2,993世帯（増9) 

出生 8人 転入 57人 

死亡 7人 転出 25人 

(54年9月末日現在） 
 ノ 

( ）内は前月との増減 

【赤池小唄を踊る婦人会の皆さん田】 

【養命大学の皆さんによる民謡】 

町敬老会盛会．ノ『おとしより563人が出席』 

月 
妬. 2 0 2号 

生きる意欲をもって、まだまだ長生きして下さい 

町敬老会が10月15日、午前11時から町民会館において行われました。 「生きる意欲を持 

ってもらおう」と毎年開いているもので、今年も式典に引き続き会食とアトラクションが 

行われ、四保育所の園児たちによる踊りや養命大学、老人ホーム、婦人会の皆さんによる 

舞踊や演芸を楽しみました。また、長寿を祝って東芝EMI専属三上雅代さんから赤池小 

唄のプレゼントがあI）、婦人会ほか皆さんの踊りの協力もあって盛り上った敬老会となり、 

おとしよりから盛んな拍手がおくられていました。これからも健康に十分気を配り、まだ 

まだ長生きして、来年もまた元気な姿を見せてください。 
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日
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第202号 昭和54年11月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

討
報
世
良
馬
吉
さ
ん
（
 98
 

歳） 

十
月
十
五
日
、
午
前
十
一
時
よ
り
町
 

民
会
館
に
お
い
て
町
敬
老
会
が
行
わ
れ
 

た
。
こ
れ
は
町
内
在
住
の
七
十
歳
以
上
 

（
明
治
四
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
 

に
生
ま
れ
た
方
）
の
高
令
者
に
対
し
、
 

そ
の
長
寿
を
祝
し
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
 

曇
同
令
者
世
良
馬
吉
さ
ん
（
九
十
八
歳
）
 

上
野
上
谷
、
に
町
議
会
よ
り
議
長
表
彰
 

が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
知
事
表
彰
 

は
八
十
歳
以
上
の
お
年
よ
り
の
方
（
一
一
 

百
一
一
十
ニ
名
）
に
贈
呈
さ
れ
た
。
 

な
お
、
敬
老
会
該
当
者
年
令
別
数
お
 

よ
び
表
彰
の
方
は
次
の
と
お
り
 

（
年
令
）
 

（
人
数
）
 

七
〇
ー
七
九
歳
 
六
四
七
人
 

八
〇
ー
八
九
歳
 
二
一
四
人
 

九
〇
歳
以
上
 

八
人
 

計
 

八
六
九
人
 

（
男
三
六
四
人
・
女
五
〇
五
人
）
 

③
九
〇
歳
以
上
「
八
人
」
 

（
氏
名
）
（
性
別
）
（
年
令
）
 

（
住
所
）
 

世
良
馬
吉
③
 
九
八
歳
 
下
小
路
 

武
末
ヒ
ナ
②
 
九
五
歳
 
下
町
一
一
 

太
田
彦
市
⑤
 
九
四
歳
 
上
里
一
一
 

香
野
繁
蔵
⑤
 
九
二
歳
 
堀
田
 

中
川
チ
ナ
＠
 
九
二
歳
 
車
道
一
一
 

太
田
源
次
⑤
 
九
〇
歳
 
原
 

松
尾
タ
ッ
＠
 
九
〇
歳
 
高
尾
一
一
 

野
崎
次
郎
助
⑧
 
九
〇
歳
 
下
西
 

O
米
寿
（
八
八
歳
）
「
七
人
」
 

熊
谷
玄
九
郎
⑤
 
下
小
路
 

町の最高長寿者は明治15年2月1日生まれの世良馬吉さん 

（上野上谷＝写真） 

●年令-98歳 ●子供一4人 孫一15人 ひ孫-17人 
●楽しみ一畑作業（花造り）、テレビ（相撲、時代劇）、 

とくに水戸黄門力汝子き。 

●好きな食べ物、飲み物ーーバナナ、カキ、サイダー 

●健康一毎朝畑仕事（花造り）を昼まで行い、昼からは 

テレビ観賞。 

朝食は毎朝、生タマゴ1ケをごはんにかけて食 

べている。三度の食事前にブドー酒を少々のん 

でいる。目が少し不自由のほかは、お元気でい 

’らっしゃいます。 

、

、

・

I

ノ
 

町
統
一
『
秋
の
祭
典
』
 

盛
大
に
行
わ
る
ノ
 

ー
 
10 

月
9

・ 
10 

日
の
両
日
ー
 

【
九
支
所
山
笠
】
 

今
年
で
五
回
目
の
赤
池
町
統
一
の
秋
 

祭
り
が
十
月
九
日
・
十
日
の
両
日
に
行
 

わ
れ
た
。
 

今
年
は
各
地
区
公
民
館
が
積
極
的
に
 

取
り
組
ん
だ
た
め
、
山
笠
六
台
（
八
、
 

九
、
十
、
士
一
、
十
五
、
二
十
四
支
所
 

）
、
子
ど
も
み
こ
し
七
台
（
十
一
、
十
 

四
、
十
六
・
十
七
、
十
八
、
十
九
、
一
一
 

十
、
二
十
二
、
二
十
三
支
所
）
と
過
去
 

四
回
に
な
い
盛
り
上
っ
た
祭
典
と
な
っ
 

た。 【
八
支
所
山
笠
】
 

両
日
と
も
快
晴
の
秋
空
の
下
で
、
各
 

地
区
か
ら
出
さ
れ
た
山
笠
や
み
こ
し
の
 

笛
や
太
鼓
の
音
が
町
全
体
に
響
き
わ
た
 

り
、
威
勢
よ
く
引
く
青
年
や
子
ど
も
た
 

ち
の
か
け
声
が
お
祭
り
気
分
を
十
分
盛
 

り
あ
げ
た
。
 

十
日
朝
に
は
町
民
会
館
前
に
集
合
し
 

た
山
笠
や
子
ど
も
み
こ
し
を
是
非
み
よ
 

う
と
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
た
ち
と
一
 

緒
に
き
た
子
ど
も
た
ち
は
、
う
れ
し
そ
 

う
に
見
物
し
て
い
る
姿
が
た
く
さ
ん
み
 

ら
れ
た
。
 

又
、
協
賛
事
業
と
し
て
人
気
の
カ
の
 

進
 
金
雄
⑨
 
天
郷
荘
 

高
橋
 
勇
⑨
 
天
郷
荘
 

上
村
岩
吉
⑤
 
大
谷
 

立
花
荘
一
⑤
 
八
の
】
一
 

皆
川
儀
八
⑤
 
車
道
一
一
 

水
野
マ
ッ
ェ
④
 
車
道
一
一
 （

敬
称
略
）
 

J
] %

 
】hJ 4

→ 
.
 

門

ー

 
8
 

ロ

廿

 投票率前回上回る 

衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
及
び
最
高
裁
 

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
が
十
月
七
日
、
 

午
前
七
時
か
ら
一
斉
に
行
わ
れ
六
、
〇
 

九
二
人
が
午
後
六
時
ま
で
に
投
票
を
し
 

た
。
当
町
で
は
第
一
投
票
所
（
役
場
旧
 

第
二
公
民
館
）
、
第
二
投
票
所
（
上
野
 

小
体
育
館
）
、
第
三
投
票
所
（
中
尾
保
 

育
所
）
の
三
カ
所
で
投
票
が
行
わ
れ
、
 

前
回
の
投
票
率
八
六
・
六
七
督
を
や
や
 

上
回
る
八
七
・
四
五
督
と
い
う
投
票
結
 

果
と
な
っ
た
。
 

【
十
支
所
山
笠
】
 

ど
自
慢
大
会
）
を
は
じ
め
、
文
化
団
体
 

の
芸
能
発
表
会
や
囲
碁
大
会
な
ど
も
同
 

時
に
行
わ
れ
た
。
 

【
十
二
支
所
山
笠
】
 

【
各
候
補
者
を
投
票
す
る
有
権
者
】
 

九
月
十
七
日
に
公
示
さ
れ
た
こ
の
総
 

選
挙
は
、
各
党
よ
り
六
人
（
定
数
四
人
）
 

の
立
候
補
者
に
よ
り
激
戦
が
展
開
さ
れ
、
 

地
元
（
本
町
）
の
田
中
六
助
内
閣
官
房
 

長
官
が
現
職
大
臣
の
強
み
を
見
せ
、
翌
 

日
開
票
を
待
た
ず
に
早
々
と
当
選
を
き
 

め
た
。
 

開
票
は
即
日
、
午
後
七
時
か
ら
町
民
 

会
館
体
育
館
で
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
 

当
日
の
有
権
者
は
六
九
六
六
人
で
、
投
 

票
者
数
六
〇
九
二
人
、
有
効
投
票
六
〇
 

三
一
票
、
無
効
投
票
六
一
票
で
し
た
。
 

③
各
候
補
者
の
町
内
得
票
数
 

か
じ
 

清
（
公
明
党
）
 

五
九
四
票
 

中
西
せ
き
介
（
社
会
党
二
、
五
一
五
票
 

く
ら
内
修
治
（
自
民
党
）
 

九
二
票
 

田
中
 
六
助
（
自
民
党
）
三
、
三
一
七
票
 

荒
木
 
昭
三
（
無
所
属
）
 

二
一
票
 

三
浦
 

久
（
共
産
党
）
 

五
〇
一
票
 

（
届
出
順
位
）
 

、LH
「ソ 

〕

 

【
十
五
支
所
山
笠
】
 

和
名
 
霜
月
（
し
も
つ
き
）
 

霜
が
し
き
り
に
降
る
の
で
、
霜
降
月
 

そ
れ
を
略
し
て
霜
月
と
い
う
。
 

1
日
（
木
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
確
ン
タ
世
 

燈
台
記
念
日
・
自
衛
隊
記
 

念
日
 

2
日
（
金
）
 

町
文
化
祭
（
4
日まで） 

十
」
夜
 

3
日
（
土
）
 

文
化
の
日
 

4
日
（
日
）
 

ユ
ネ
ス
コ
憲
章
記
念
日
 

7
日
（
水
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

ソ
連
革
命
記
念
日
 

国
会
議
事
堂
新
築
落
成
（
s
 1
1
 

) 

8
日
（
木
）
 

立
冬
 

レ
ン
ト
ゲ
ン
X
線
発
見
（
s
嬰
 

9
日
（
金
）
 

太
陽
暦
採
用
記
念
日
 

10 

日
（
土
）
 

技
能
の
日
 

11 

日
（
日
）
 

第
六
回
町
少
年
剣
道
大
会
 

世
界
平
和
記
念
日
 

15 

日
（
木
）
 

七
五
三
祝
い
 

17 

日
（
土
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
）
ン
タ
m
) 

ス
エ
ズ
運
河
開
通
 

19 

日
（
月
）
 

一
茶
忌
・
農
協
記
念
日
 

23 

日
（
金
）
 

勤
労
感
謝
の
日
・
小
雪
 

24 

日
（
土
）
 

26 

日
（
月
）
 

農
業
祭
 

B
 29 

東
京
初
空
襲
（
s
 19
 

) 

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
 

始
ま
る
 

27 

日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
確
ン
タ
m
) 

ノ
ー
ベ
ル
賞
制
定
（
M
 34
 

) 

【
二
十
四
支
所
山
笠
】
 

一
一
〇
番
通
報
は
 

一
一
〇
番
は
緊
急
通
報
用
の
電
話
で
 

す
。
住
民
と
警
察
を
結
ぶ
大
切
な
き
ず
 

な
で
す
。
こ
れ
の
利
用
者
は
ま
す
ま
す
 

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
 
一
方
 

で
は
間
違
い
や
緊
急
で
な
い
電
話
も
多
 

く
、
緊
急
通
報
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
ま
 

す
。
次
の
こ
と
に
よ
り
正
し
い
一
一
〇
 

番
通
報
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

①
ど
ろ
ぽ
う
、
け
ん
か
、
ひ
き
逃
げ
、
 

押
売
り
な
ど
の
事
件
、
事
故
の
被
害
 

に
あ
っ
た
り
、
目
撃
し
た
と
き
。
 

②
人
に
脅
か
さ
れ
た
り
、
暴
力
を
ふ
る
 

わ
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
。
 

③
手
配
さ
れ
て
い
る
犯
人
や
、
怪
し
い
 

者
を
見
か
け
た
と
き
。
 

〈
一
一
〇
番
の
通
報
要
領
〉
 

こ
ん
な
時
に
ノ
 

①
何
が
起
き
た
か
（
ケ
ン
カ
で
す
。
）
 

②
ど
こ
で
（
o
o
郵
便
局
の
前
で
す
。
）
 

③
い
つ
ご
ろ
（
今
か
ら
五
分
前
。
）
 

④
ど
う
な
っ
て
い
る
（
け
が
人
は
…
。
）
 

⑤
犯
人
の
（
人
相
特
徴
、
逃
走
方
向
。
）
 

⑥
通
報
者
は
住
所
と
名
前
、
電
話
番
号
 

を
告
げ
る
よ
う
。
 

《
こ
ん
な
用
件
は
別
番
の
ダ
イ
ヤ
ル
》
 

里
息
見
、
要
望
、
落
し
物
、
拾
い
物
の
 

届
出
、
問
合
せ
、
少
年
相
談
、
そ
の
 

他
暴
力
事
案
、
情
瑠
報
等
は
近
く
の
派
 

出
所
、
駐
在
所
、
ま
た
は
本
署
の
②
 

ー
二
一
二
〇
番
へ
。
 

③
自
動
車
運
転
免
許
、
交
通
事
故
等
の
 

相
談
は
本
署
の
②
ー
二
一
二
〇
番
へ
 

田
川
警
察
署
 



(5） 第202号 昭和54年11月l II け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

昭和54年11月1日 第202号 け
 

カ、 い あ
 

報
 

広
 

まち 

の
 

一
 芸

 
文
 

一
 

一
 

正
力
松
太
郎
の
言
葉
に
、
経
営
の
コ
 

ツ
は
金
で
は
な
い
。
社
員
の
待
遇
を
よ
 

く
す
る
だ
け
で
も
い
け
な
い
。
社
員
に
 

社
の
将
来
に
対
し
て
希
望
を
与
え
る
こ
 

と
で
あ
る
。
 

即
ち
希
望
と
は
、
自
分
自
身
が
会
社
 

も
し
く
は
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
、
何
 

か
と
造
り
出
す
能
力
を
買
わ
れ
て
い
る
 

こ
と
で
あ
る
。
 

人
生
だ
っ
て
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
 

例
え
ば
趣
味
の
世
界
で
も
、
お
の
ず
と
 

必
要
と
さ
れ
る
者
に
な
れ
ば
、
例
え
小
 

さ
い
な
が
ら
も
、
そ
こ
に
十
分
人
生
の
 

喜
び
が
あ
リ
、
生
き
て
い
く
希
望
が
湧
 

く
も
の
で
あ
る
。
 

趣
味
は
あ
た
か
も
間
食
の
よ
う
な
も
 

の
で
、
無
い
よ
り
は
や
は
り
あ
っ
た
方
 

が
よ
い
。
 

一歩 

《
公
民
館
句
会
》
 

●
菱
採
り
の
済
み
た
る
池
に
嶋
遊
ぶ
 

春
 
翁
 

●
穂
先
ま
だ
紫
式
部
と
は
な
ら
ず
 

し
げ
を
 

●
爽
や
か
に
槍
を
さ
ば
き
て
踊
る
か
な
 

雨
 
亭
 

●
紫
を
売
り
も
の
と
し
て
式
部
の
実
 

は
る
の
女
 

●
女
郎
花
旅
情
を
そ
、
る
花
と
し
て
 

駒
 
女
 

●
記
憶
よ
み
が
へ
る
は
遅
し
日
向
ぽ
こ
 

園
 
女
 

●
風
吹
け
ば
風
に
身
構
へ
贈
蝿
は
 一 

歩
 

③
選
者
吟
 

●
鈴
虫
の
名
残
り
の
鈴
を
振
る
こ
と
よ
 

天
留
翁
 

小
 
春
 

日
 

（
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
）
 

松
本
た
か
し
 

初
冬
の
候
に
入
り
ま
し
た
。
野
山
の
 

草
紅
葉
や
 
穂
芭
は
秋
の
名
残
り
と
な
 

っ
て
、
出
畑
も
収
穫
は
す
ん
で
、
枯
れ
 

ゆ
く
あ
た
り
の
姿
は
冬
の
お
と
ず
れ
を
 

思
わ
し
め
、
さ
び
し
い
。
 

し
か
し
、
こ
の
十
一
月
の
月
ほ
ど
気
 

候
の
温
和
な
時
も
な
く
、
暖
く
静
か
で
 

晴
れ
た
春
の
よ
う
な
日
和
が
続
く
の
は
 

小
春
と
い
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
年
寄
り
に
 

は
と
て
も
う
れ
し
い
。
 

●
誘
わ
れ
て
点
茶
の
席
や
文
化
の
日
 

●
不
随
の
師
小
春
の
縁
に
出
で
給
ふ
 

●
我
れ
南
無
の
ず
ぽ
ら
念
仏
親
鷺
忌
 

一、 

一 

、、J
ノ●一」 

月
ョ
 
、
 

ー
ノ
ー
 

／v

一一】『目E

し
 

（
上
野
常
福
）
 

優
秀
作
品
に
 
ク
三
宅
嘉
一
 

器
「
写
団
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
 

九
月
二
十
一
日
（
金
）
、
午
後
七
時
か
 

ら
町
民
会
館
に
お
い
て
、
モ
ロ
ク
ロ
三
 

点
、
カ
ラ
ー
百
十
五
点
を
持
ち
よ
り
九
 

月
例
会
を
実
施
し
作
画
研
究
を
し
た
。
 

〈
今
月
の
優
秀
作
家
》
 

一
席
「
，
一
毛
嘉
一
」
 

二
席
「
戸
塚
 

栄
太
郎
」
 

三
席
「
太
田
勝
正
」
 

四
 

席
「
花
井
一
洋
」
 

五
席
「
岡
部
日
出
 

朗」 
（評） 

．

託

 

与
や
 

記
、
嚇
嘱
 

さ
f
 

i
ん
4
 

今
月
は
三
宅
さ
ん
で
す
が
、
犬
と
女
 

性
と
の
組
み
合
せ
が
良
い
で
す
ね
。
 

犬
を
連
れ
て
い
る
女
性
の
表
情
が
も
 

う
少
し
出
て
い
る
と
、
こ
の
作
品
が
も
 

っ
と
内
容
の
あ
る
作
品
に
な
っ
て
い
た
 

と
思
い
ま
す
。
 

三
宅
さ
ん
は
“
モ
デ
ル
4

を
使
っ
た
 

作
品
が
多
く
、
又
う
ま
く
な
っ
て
き
て
 

い
ま
す
。
こ
の
調
子
で
マ
ス
タ
ー
し
て
 

ほ
し
い
。
 

（
早
谷
）
 

「 
散
 

歩
 
」 

三
 
宅
 
嘉
 

一 

さ 
ん 

 ノ × 

近
藤
 
貞
子
 

私
が
文
化
刺
し
ゅ
う
を
始
め
よ
う
と
 

思
っ
た
の
は
一
昨
年
、
赤
池
町
文
化
祭
 

に
展
示
さ
れ
た
森
中
先
生
指
導
の
作
品
 

で
し
た
。
リ
リ
ヤ
ン
の
糸
と
は
思
え
な
 

く
、
油
絵
と
ま
ぎ
ら
わ
す
程
の
素
晴
ら
 

し
い
出
来
ば
え
に
胸
打
た
れ
、
習
っ
て
 

み
た
い
と
一
人
希
望
に
満
ち
、
好
奇
心
 

を
強
め
た
も
の
で
す
。
 

思
い
か
な
っ
て
昨
年
の
春
頃
か
ら
思
 

い
つ
き
ま
し
た
も
の
の
、
目
は
四
ッ
目
、
 

そ
の
上
が
ん
づ
め
の
よ
う
な
手
 

出
来
る
だ
ろ
う
か
と
、
ち
ょ
っ
と
と
ま
 

ど
っ
た
の
で
す
が
 

六
十
の
手
習
い
 

と
は
こ
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
若
い
人
に
 

混
じ
っ
て
針
を
握
り
ま
し
た
。
 

初
め
の
作
品
は
「
般
若
」
、
な
か
な
 

・
」
わ
い
 

か
針
が
す
す
み
ま
せ
ん
。
あ
の
鬼
の
目
 

が
優
し
い
目
に
な
っ
た
り
、
い
ま
に
も
 

食
っ
て
か
か
り
そ
う
な
牙
が
す
る
ど
く
 

刺
せ
ず
、
幾
針
か
刺
し
て
は
な
が
め
、
 

解
い
て
は
た
め
息
 

一
人
言
を
い
っ
 

て
は
腹
立
ち
さ
え
感
じ
つ
つ
、
時
の
過
 

る
の
も
忘
れ
が
ち
 

（
午
前
一
時
）
 

や
っ
と
刺
し
終
わ
り
、
皆
さ
ん
と
見
 

せ
合
っ
て
は
、
私
の
は
こ
わ
い
鬼
、
や
 

さ
し
い
鬼
と
話
に
花
を
咲
か
せ
た
も
の
 

で
す
。
先
生
の
熱
心
な
ご
指
導
の
お
蔭
 

で
額
入
れ
が
出
来
上
っ
た
時
の
嬉
し
さ
 

は
、
又
格
別
で
し
た
。
家
の
人
達
に
も
 

ほ
め
ら
れ
、
理
解
と
励
ま
し
で
い
っ
そ
 

う
面
白
味
を
感
じ
て
、
よ
り
よ
い
作
品
 

を
と
意
欲
を
も
や
す
私
で
す
。
 

雨
の
日
は
刺
し
ゅ
う
の
日
課
で
す
。
 

「
お
ま
え
は
雨
の
日
に
仕
事
が
あ
っ
て
 コ

 

民
謡
お
さ
ら
い
会
 

賛
助
出
演
 
英

成

洋

社

中

 

と
】
｝
ろ
 

ン」 

き
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

十
一
月
十
一
日
（
日
曜
）
 

午
前
九
時
ー
午
後
五
時
 

よ
か
っ
た
な
あ
 

私
も
も
う
少
し
若
 

け
れ
ば
 

と
、
の
ぞ
き
込
む
母
で
す
 

（
八
十
四
歳
）
。
年
は
と
り
た
く
な
い
ネ
 

エ 

と
笑
っ
て
話
し
合
う
こ
と
も
度
 

々
で
す
。
」
 

で
も
、
私
は
よ
か
っ
た
。
ち
ょ
っ
ぴ
 

り
早
く
糸
と
の
出
合
い
に
よ
っ
て
生
甲
 

斐
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
幸
せ
と
感
じ
 

ま
す
。
一
針
く
に
自
分
自
身
の
心
を
 

こ
め
て
出
来
上
っ
た
作
品
は
、
親
戚
や
 

知
人
の
家
に
私
の
形
見
の
品
と
し
て
贈
 

り
、
喜
こ
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
こ
の
 

上
な
い
幸
せ
と
頑
張
っ
て
い
る
今
日
こ
 

の
頃
で
す
。
 

盆
栽
の
実
を
よ
く
 

成
ら
せ
る
コ
ッ
⑥
 

（
赤
池
下
町
）
 

中
村
 
市
郎
 

実
物
盆
栽
を
培
養
す
る
か
ら
に
は
、
 

沢
山
の
実
を
成
ら
せ
た
い
の
が
人
情
と
 

い
う
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
盆
栽
 

の
場
合
は
、
た
だ
実
の
数
が
多
い
か
ら
 

ン」 

J
 

●さ 

と
】
）
ろ
 

と
い
っ
て
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
 

が
、
そ
れ
で
も
成
ら
な
い
よ
り
も
成
ら
 

せ
た
方
が
幾
分
も
楽
し
い
。
 

日
、
適
当
の
日
当
り
と
通
風
の
よ
い
と
 

こ
ろ
で
培
養
し
た
方
が
良
い
こ
と
は
い
 

う
ま
で
も
な
い
。
 

口
、
開
花
中
は
な
る
べ
く
置
場
所
を
移
 

動
さ
せ
な
い
方
が
よ
い
。
又
梅
雨
や
そ
 

の
他
長
雨
の
場
合
は
軒
下
に
取
り
込
み
 

花
を
長
い
間
雨
に
当
て
な
い
よ
う
に
す
 

る。 口
、
最
近
は
蝶
や
蜂
類
が
少
な
い
の
で
、
 

人
工
交
媒
を
す
る
こ
と
が
必
要
な
場
合
 

も
あ
る
。
か
わ
い
た
筆
で
軽
く
交
媒
し
 

て
や
り
ま
し
ょ
う
。
 

回
、
例
え
ば
、
ウ
メ
モ
ド
キ
の
よ
う
に
 

雌
雄
異
株
の
樹
の
場
合
は
雌
木
だ
け
で
 

は
結
実
し
な
い
。
雄
木
と
雌
木
を
近
く
 

に
お
い
て
培
養
す
る
よ
う
に
心
が
け
る
。
 

囲
、
開
花
中
は
絶
対
に
水
を
切
ら
し
て
 

は
い
け
な
い
。
開
花
し
て
か
ら
実
を
結
 

ぶ
ま
で
の
水
切
れ
は
致
命
傷
と
な
る
こ
 

と
が
多
い
。
 

因
、
施
肥
も
結
実
に
重
大
な
影
響
を
も
 

っ
て
い
る
。
た
だ
し
開
花
し
て
か
ら
結
 

実
す
る
ま
で
は
中
止
し
た
方
が
安
全
で
 

あ
る
。
結
実
後
の
肥
料
は
十
分
与
え
た
 

こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
い
実
成
り
の
結
果
 

を
得
る
で
し
ょ
う
。
 

岡
、
肥
料
は
実
物
盆
栽
で
は
油
粕
は
不
 

可
な
い
。
骨
粉
と
、
で
き
る
な
ら
草
木
 

灰
が
必
要
で
あ
る
。
 

囚
、
結
実
が
あ
ま
り
多
い
と
木
が
疲
れ
 

る
の
で
、
適
当
に
摘
果
す
る
こ
と
を
忘
 

れ
ず
に
。
 

つ
づ
く
 

お

魚

ま

 つ
 
り
 

十
ニ
月
ニ
日
同
酬
十
時
青
附
三
時
毒
 

田

川

魚

市

場

 々
 
内
 

※
粗
品
進
呈
ノ
 

※
試
食
会
有
り
ノ
 

、
王
催
 

田
川
鮮
魚
商
協
同
組
合
 

田
 

川
 

魚
 

市
 

場
 

手
話
講
習
会
を
終
え
て
 

五
月
か
ら
九
月
ま
で
週
二
回
、
赤
池
 

町
福
祉
協
会
主
催
手
話
講
習
会
に
参
加
 

し
、
手
話
を
学
び
、
未
熟
な
が
ら
も
、
 

ろ
う
あ
者
の
方
々
と
ロ
話
、
体
話
の
中
 

で
の
動
作
の
表
現
、
意
志
の
表
現
を
少
 

し
で
も
受
止
め
る
事
の
で
き
る
喜
び
を
 

か
み
し
め
な
が
ら
、
今
後
の
手
話
サ
ー
 

ク
ル
活
動
に
期
待
を
よ
せ
て
い
る
。
 

私
自
身
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
健
 

康
体
で
、
自
然
を
あ
り
の
ま
ま
に
受
容
 

し
う
る
能
力
に
恵
ま
れ
、
社
会
生
活
に
 

何
ん
の
支
障
も
な
く
、
不
自
由
の
な
い
 

身
体
を
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
、
 

感
謝
の
気
持
す
ら
薄
ら
ぎ
、
感
情
の
ま
 

ま
に
毎
日
不
平
不
満
を
発
散
し
、
甘
ん
 

じ
て
今
日
ま
で
生
き
て
き
た
こ
と
を
反
 

省
し
て
い
る
。
 

障
害
者
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
で
、
 

そ
の
障
害
の
実
態
な
ど
一
度
だ
っ
て
真
 

剣
に
考
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
ろ
う
か
。
 

直
面
し
て
み
て
、
耳
が
聴
え
な
い
、
言
 

葉
が
い
え
な
い
、
な
ん
て
残
酷
で
悲
し
 

（
町
立
病
院
婦
長
）
 

藤
 
田
 
春
 
枝
 

い
こ
と
だ
ろ
う
と
。
は
じ
め
の
う
ち
は
、
 

ろ
う
あ
者
に
対
し
気
毒
な
気
持
で
一
杯
 

で
し
た
が
、
日
を
重
ね
る
度
に
お
互
い
 

意
志
の
疎
通
も
確
か
に
な
り
、
障
害
の
 

ハ
ン
デ
ィ
ー
こ
そ
あ
れ
一
生
懸
命
生
き
 

る
条
件
は
人
間
対
等
で
あ
る
こ
と
を
強
 

く
感
じ
た
。
 

あ
る
人
は
、
公
害
、
薬
害
、
異
常
分
 

娩
に
、
又
は
幼
児
期
に
高
熱
の
た
め
病
 

魔
に
お
か
さ
れ
後
遺
症
が
残
り
、
混
と
 

ん
と
し
た
社
会
状
勢
の
中
で
、
特
殊
教
 

育
に
、
生
活
機
能
訓
練
に
、
挫
折
と
失
 

意
の
渦
中
に
お
か
れ
な
が
ら
、
た
だ
暖
 

い
家
族
の
援
護
の
許
で
立
派
に
成
長
自
 

律
し
て
障
害
を
克
服
、
苦
し
み
を
背
負
 

う
者
の
閉
鎖
的
な
気
持
な
ど
、
み
じ
ん
 

も
見
受
け
ら
れ
ず
、
明
る
い
伸
び
の
び
 

と
し
た
性
格
に
心
を
打
た
れ
た
。
 

自
活
へ
の
意
欲
と
そ
の
遥
し
い
行
動
 

力
、
精
神
力
に
私
た
ち
健
聴
者
は
圧
倒
 

さ
れ
が
ち
で
し
た
。
ろ
う
あ
者
の
方
達
 

は
一
般
の
人
々
と
通
じ
あ
え
な
い
た
め
 

社
会
適
応
は
依
然
と
し
て
き
び
し
く
、
 

困
難
で
あ
り
、
零
細
企
業
か
中
小
企
業
 

し
か
就
職
で
き
な
い
現
状
と
の
こ
と
で
 

し
た
。
そ
し
て
、
ど
の
窓
ロ
も
手
話
の
 

通
訳
者
の
配
置
タ
皐
相
望
し
て
お
り
ま
す
。
 

私
も
長
年
町
立
病
院
に
お
い
て
看
護
 

業
務
に
た
ず
さ
わ
り
、
患
者
さ
ん
と
共
 

に
苦
し
み
も
喜
び
も
味
わ
っ
て
ま
い
り
 

ま
し
た
。
今
後
、
ろ
う
あ
者
の
患
者
さ
 

ん
に
も
手
話
の
通
訳
で
ご
援
助
で
き
る
 

か
と
思
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
 

下
さ
い
。
 

幸
い
に
下
田
川
地
区
で
手
話
サ
ー
ク
 

ル
 
「
山
び
こ
」
 
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
の
 

で
、
ご
希
望
の
方
は
手
話
の
勉
強
を
一
 

緒
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

私
も
残
さ
れ
た
人
生
を
手
話
奉
仕
活
 

動
に
参
加
し
て
、
援
助
関
係
を
続
け
て
 

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

最
後
に
講
師
の
方
々
、
本
当
に
あ
り
 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
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医
療
費
と
保
険
税
 

●
ふ
え
つ
づ
け
る
医
療
費
 

医
椿
貧
貝
が
毎
年
ふ
え
つ
づ
け
て
い
る
 

こ
と
は
皆
さ
ん
も
ご
存
知
で
し
ょ
う
。
 

こ
こ
四
、
五
年
は
ず
っ
と
、
前
の
年
 

に
比
べ
て
一
〇
％
ー
三
〇
％
近
い
割
合
 

で
ふ
え
て
い
ま
す
。
こ
の
調
子
で
ふ
え
 

つ
づ
け
る
と
、
四
年
た
て
ば
お
よ
そ
倍
 

に
な
っ
て
し
ま
う
計
算
に
な
り
ま
す
。
 

い
っ
た
い
、
こ
ん
な
に
ふ
え
る
医
療
 

費
を
負
担
す
る
の
は
誰
で
し
ょ
う
。
 

そ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
、
ほ
か
な
ら
 

ぬ
私
た
ち
自
身
な
の
で
す
。
 

医
療
費
の
三
〇
％
 

患
者
が
お
医
者
 

さ
ん
に
か
か
る
と
き
負
担
。
 

医
療
費
の
平
均
ニ
五
％
 

保
険
税
と
 

し
て
私
た
ち
被
保
険
者
が
負
担
。
 

医
療
費
の
平
均
四
五
％
 

国
が
負
担
 

（
国
の
負
担
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
私
 

た
ち
の
納
め
る
税
金
で
す
）
。
 

●
保
険
税
の
こ
れ
か
ら
 

医
療
費
の
だ
い
た
い
二
五
％
は
保
険
 

税
と
し
て
私
た
ち
自
身
が
負
担
し
な
け
 

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

で
す
か
ら
、
医
椿
舞
貝
が
ふ
え
れ
ば
、
 

そ
れ
に
つ
れ
て
当
然
保
険
税
も
引
き
上
 

げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
 

り
ま
す
。
 

た
だ
『
い
ま
ま
で
は
、
ど
ん
ど
ん
ふ
 

え
る
医
療
費
が
、
そ
の
ま
ま
直
接
、
皆
 

さ
ん
方
被
保
険
者
の
肩
に
か
ぶ
さ
る
こ
 

と
の
な
い
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
手
を
つ
く
 

し
て
財
源
を
さ
が
し
、
町
が
助
成
し
て
 

保
険
税
の
値
上
げ
を
で
き
る
だ
け
お
さ
 

え
て
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
も
う
ど
う
に
も
や
り
く
り
 

が
つ
か
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
 

す。 
こ
れ
か
ら
は
、
医
痔
讐
（
が
ふ
え
れ
ば
、
 

ス
ト
レ
ー
ト
に
そ
れ
を
被
保
険
者
に
負
 

担
し
て
い
た
だ
く
よ
り
方
法
が
な
く
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

●
医
療
費
節
約
を
考
え
よ
う
 

医
療
費
が
毎
年
ふ
え
る
に
つ
れ
て
、
 

私
た
ち
の
負
担
も
ふ
え
て
ゆ
く
の
で
は
 

や
り
き
れ
ま
せ
ん
。
 

医
療
費
の
節
約
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
 

私
た
ち
の
と
り
く
み
方
に
よ
っ
て
、
 

医
療
費
は
、
か
な
り
節
減
が
で
き
る
と
 

思
わ
れ
ま
す
。
 

た
と
え
ば
、
深
夜
、
休
日
、
時
間
外
 

に
受
診
す
る
と
診
痔
猫
貝
の
ほ
か
多
額
の
 

割
増
料
金
を
と
ら
れ
ま
す
。
こ
う
い
う
 

時
間
の
受
診
は
な
る
べ
く
さ
け
ま
し
ょ
 

う
。
あ
る
い
は
、
そ
れ
ほ
ど
む
ず
か
し
 

い
病
気
で
も
な
い
の
に
、
二
人
も
三
人
 

も
の
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
人
が
い
ま
 

す
。
こ
う
い
う
こ
と
も
医
療
費
の
ム
ダ
 

づ
か
い
で
す
。
 

医
痔
猫
貝
の
動
向
に
関
心
を
持
ち
、
医
 

療
費
節
約
の
生
活
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
 

、
、
ノ
 

国
民
健
康
保
険
税
は
、
み
ん
な
 

の
医
療
費
に
使
わ
れ
る
大
切
な
税
 

金
で
す
。
 

納
め
忘
れ
た
人
は
、
今
す
ぐ
に
 

納
税
し
ま
し
ょ
う
。
勤
務
な
ど
で
 

役
場
に
納
税
に
来
ら
れ
な
い
人
は
 

税
務
課
徴
収
係
（
内
線
十
九
）
に
 

お
間
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

11 

月
は
国
民
年
金
普
及
 

推
進
月
間
で
す
ク
 

繊
競
麟
織
麟
纏
麟
織
麟
 

国
民
の
す
べ
て
に
年
金
を
、
と
い
う
 

願
い
の
も
と
に
昭
和
三
十
四
年
に
生
ま
 

れ
た
国
民
年
金
も
本
年
で
満
二
十
歳
に
 

な
リ
ま
し
た
。
 

こ
の
間
、
年
金
に
対
す
る
皆
さ
ん
方
 

の
理
解
も
深
ま
り
、
今
や
全
国
で
二
八
 

〇
〇
万
人
、
福
岡
県
で
も
一
〇
〇
万
人
 

の
人
達
が
加
入
し
、
県
民
四
・
五
人
に
 

一
人
が
国
民
年
金
加
入
者
と
い
う
我
国
 

で
も
最
大
の
公
的
年
金
制
度
に
成
長
し
 

ま
し
た
。
こ
の
十
一
月
は
国
民
年
金
普
 

及
推
進
月
間
で
す
。
も
う
一
度
、
自
分
 

の
老
後
の
年
金
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
 

し
ょ
、
つ
。
 

舞
難
織
麟
舞
灘
 

年金の種類 年金額 

老齢年金 

10年納付 
753, 200円 
(62,766円） 

25年納付 470,700円 
(39, 225円） 

10年年金 
296,900円 
(24,711円） 

5年年金 

217,300円 
(18, 108円） 
54年8月から 
241,300円 
(20,108円） 

障害年金 

1 級 
597,500円 
(49,791円） 

2 級 
478,000円 
(39,833円） 

母子・準母子・遺児年金 
（子が1人のとき） 

478,000円 
(39,833円） 

( ）内は月額 

麟
麟
鷲
欝
麟
」
麟
 

最
初
月
額
三
五
〇
〇
円
（
四
十
年
納
 

付
の
場
合
）
で
ス
タ
ー
ト
し
た
年
金
額
 

も
、
現
在
で
は
月
六
二
、
七
六
六
円
と
 

約
十
八
倍
近
く
成
長
し
ま
し
た
。
前
表
 

が
現
在
の
年
金
額
で
す
。
 

鷲
麟
麟
綴
難
鰯
麟
 

よ
く
、
無
か
ら
有
は
生
じ
な
い
 

ま
か
ぬ
種
は
は
え
ぬ
と
い
わ
れ
ま
す
。
 

国
民
年
金
も
こ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
 

ん
。
将
来
の
大
き
な
実
り
を
期
待
す
る
 

な
ら
、
ま
ず
今
の
う
ち
に
、
そ
の
種
を
 

ま
い
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

年
金
を
も
ら
う
権
利
を
主
張
す
る
前
 

に
、
加
入
の
義
務
、
保
険
料
納
付
の
義
 

務
を
果
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

国
民
年
金
は
、
原
則
と
し
て
六
十
歳
 

ま
で
に
二
十
五
年
以
上
（
昭
和
五
年
四
 

月
一
日
以
前
生
ま
れ
の
人
は
次
の
表
の
 

つ／
 

×
 

よ
う
に
十
年
ー
二
十
四
年
に
短
縮
）
保
 

険
料
を
納
め
る
か
、
免
除
を
う
け
て
い
 

な
い
と
年
金
が
も
ら
え
ま
せ
ん
。
あ
な
 

た
の
年
金
権
は
大
丈
夫
で
す
か
。
 

も
し
六
十
歳
ま
で
の
納
付
済
期
間
（
 

又
は
免
除
期
間
）
を
計
算
し
て
、
次
の
 

表
以
上
に
な
ら
な
い
当
然
加
入
（
強
制
 

加
入
）
の
人
達
は
無
年
金
者
と
な
り
ま
 

す
の
で
、
現
在
実
施
中
の
特
例
納
付
に
 

よ
っ
て
、
年
金
権
を
回
復
し
て
下
さ
い
。
 

く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
国
民
年
金
 

係
の
窓
ロ
⑤
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
 

〇
受
給
資
格
期
間
 

2524 2322 2120 1918 1716 1514 1312 1110期 

年間 
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大
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年
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月
1

日
以
前
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r 

昭和54年11月1日 け し、 ・」刀 あ
 

口
区
 

キ
羊
 

広
 

毎
年
十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
 

で
の
一
週
間
は
「
税
を
知
る
週
間
」
で
 

す
。
田
川
税
務
署
に
お
き
ま
し
て
も
、
 

こ
の
期
間
中
に
次
の
よ
う
な
行
事
を
行
 

う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
 

〇
、
税
の
無
料
相
談
所
の
開
設
I
 

●
田
川
市
 
2
カ
所
 

●
田
川
郡
 
9
カ
所
 

（
各
町
村
の
商
工
会
事
務
所
）
 

〇
、
税
に
関
す
る
座
談
会
、
税
金
教
室
 

及
び
研
修
会
 

●
商
店
経
営
者
、
主
婦
、
サ
ラ
リ
ー
 

マ
ン
な
ど
を
対
象
と
し
た
も
の
 

〇
、
納
税
表
彰
式
 

●
税
務
行
政
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
 

の
表
彰
 

＠
、
税
に
関
す
る
書
道
の
展
示
と
入
選
 

作
の
発
表
、
表
彰
 

●
展
示
会
場
…
田
川
市
後
藤
寺
 

近
藤
文
具
店
二
階
 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

①
、
税
に
関
す
る
作
文
と
標
語
の
入
選
 

作
発
表
と
表
彰
 

〇
、
き
き
酒
会
、
税
金
ク
イ
ズ
、
各
種
 

ス
ラ
イ
ド
等
 

な
お
、
税
理
士
会
、
青
色
申
告
会
、
 

法
人
会
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
な
ど
 

の
民
間
団
体
に
お
い
て
も
「
税
を
知
る
 

等
の
各
種
行
事
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
 

週
間
」
行
事
と
し
て
講
演
会
、
座
談
会
 

て
お
り
ま
す
。
 

ふ
り
向
こ
う
、
あ
た
た
か
い
心
へ
…
・
・
・
 

献
血
で
と
も
せ
 
愛
の
灯
 
い
の
ち
の
灯
 

今
日
、
医
療
の
進
歩
に
よ
る
血
液
の
 

需
要
の
増
加
は
非
常
に
著
し
く
、
従
っ
 

て
保
存
期
間
の
短
い
血
液
を
い
つ
で
も
、
 

ど
こ
で
も
、
す
ぐ
供
給
す
る
た
め
に
は
、
 

常
に
献
血
に
よ
っ
て
血
液
が
補
わ
れ
続
 

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

当
町
で
は
、
四
カ
月
に
一
度
の
割
合
 

で
献
血
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
皆
 

様
の
暖
か
い
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
毎
 

回
、
血
液
医
療
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
 

し
て
お
リ
ま
す
。
 

さ
る
十
月
四
日
の
献
血
で
は
一
〇
九
 

名
（
適
八
九
、
不
適
二
〇
）
の
方
の
参
 

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

次
回
は
二
月
ー
三
月
を
予
定
し
て
お
 

り
ま
す
の
で
、
更
に
多
数
の
方
の
献
血
 

事
業
へ
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
参
加
く
 

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

、
 

（
日
赤
募
金
）
 

六
月
か
ら
八
月
ま
で
の
約
ニ
力
 

月
間
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
 

だ
き
ま
し
た
日
本
赤
十
字
社
募
金
 

が
、
四
十
三
万
九
千
百
二
十
円
に
 

も
な
り
ま
し
た
の
で
、
早
速
日
本
 

赤
十
字
社
へ
納
入
い
た
し
ま
し
た
。
 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
 

し
た
。
 

エンゼルクイズ 

【第39回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1、マージャンをするとき卓の上に並べる牌 

の数は全部でいくつ？ 

④ 120 ⑧ 124 ⑥ 136 

2 、黄ダンは主にどこが悪いとおこる？ 

④ら臓 ⑧肝臓 ⑥腎臓 

3 、野球で投手が盗塁やスクイズを警戒して 

投げるむだ球は？ 

④ウィニングボール ⑧パスボール 

⑥ウェストボール 

4 、サクラの花びらは何枚ある？ 

⑧4枚 ⑧5枚 ⑥6枚 

5 、弁慶の泣き所。さて、どこの部分？ 

④すね ⑧ひざ ⑥かかと 

〔応募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、11月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンセフレクイズ係までお送リ下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

ン例 問題lB 問題2 B 問題3 C 

【第38回の解答】 

1 ⑧ 2 ⑧ 3 ⑧ ⑧
 

に。 ⑥
 

4A 

【正解者】 

今回の応募総数21通のうち、正解者はあり 

ませんでした。 

、
 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
香
典
返
し
〕
 

ー

敬

称

略

ー

 

金
一
封
 
安
達
 
邦
利
（
暁
町
）
 

金
一
封
 
木
村
 
邦
治
（
下
町
）
 

金
一
封
 
吉
田
 
治
男
（
車
道
）
 

金
一
封
 
高
林
久
米
男
（
市
場
）
 

金
一
封
 
大
池
 
勝
正
（
岩
屋
組
）
 

金
一
封
 
太
出
恵
美
子
（
山
崎
）
 

ー
 
10 

月
 16 

日
現
在
ー
 

〔寄 

附〕 

〇
久
原
壮
治
 
十
万
円
（
金
婚
式
記
念
 

と
し
て
）
 

業
 
業
 
業
 
業
 
業
 
業
 
業
 

(11月の休館日〕 

5日、12日、19日 

24日、26日 

〔演 芸 日〕 

1 日、 4日、 8 日 

11日、15日、18日 

22日、25日、29日 

I 〔福祉バス運行日〕 

I l 日、 3 日、 4日、 7 日、 8 日 

: 10日、11日、14日、15日、17日 

i 18日、21日、22日、25日、28日 

1 29日 

I 〔仏教法話会」 

~ 



第202号 昭和54年11月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
慨
移
 

（
三
混
）
の
予
防
接
種
 

冬
期
流
行
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
流
 

行
性
感
冒
）
の
予
防
注
射
並
び
に
生
ワ
 

ク
・
麻
し
ん
・
三
種
混
合
の
予
防
接
種
 

を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
各
自
 

最
寄
リ
の
場
所
で
受
け
て
下
さ
い
。
 

《
注
意
事
項
》
 

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
満
三
歳
以
上
）
 

の
者
。
 

一
週
間
か
ら
四
週
間
の
間
に
 

二
回
接
種
。
 

●
麻
し
ん
の
希
望
者
に
は
、
生
後
四
十
 

力
月
ま
で
接
種
受
付
け
ま
す
。
 

※
各
場
所
と
も
午
後
一
時
三
十
分
か
 

ら
三
時
ま
で
。
．
 

11 月 
月
 

日
 

2
8B

困 2
1
B
困 2

0
B
因 1

6
B
団 1

3
B
因 

6
日
刃
 

三
 

混
 

"
 

ガ
 

イ
ン
フ
ル
 

エ
ン
ザ
 

生
ワ
ク
 

麻
し
ん
 

接
種
名
 

町

民

会

館

 

老
人
ホ
ー
ム
 

四
区
公
民
館
 

市
場
小
学
校
 

町

民

会

館

 

町

立

病

院

 

場
 

所
 

ル」夜 
24 

力
月
 

、
 48 

力
 fl 

"
 

上
野
地
区
 

市
場
地
区
 

ル
」
夜
3
力
月
 

ー
 18 

カ
n
 

止
夜
 18 

、
 36 

地

区

名

 

12 月 

2
1
B
圏 1

9
B
困 1

8
B
因 1

2
B
困 1

1
B
因 

7
日
団
 

5
日
困
 

"
 

イ
ン
フ
ル
 

エ
ン
ザ
 

三
 

混
 

"
 
(
 

イ
ン
フ
ル
 

エ
ン
ザ
 

麻
し
ん
 

"
 
"
 
"
 

町

民

会

館

 

四
区
公
民
館
 

市
場
小
学
校
 

町

立

病

院

 
も

れ

者

 

競地区 

止
復
 24 

、
 48 

競地区 

上
野
地
区
 

市
場
地
区
 

出
夜
 18 

力
 fl 

ー
 36 

力
n
 

住
民
の
た
め
の
 

健
康
教
室
に
参
加
を
ノ
 

田
川
医
師
会
主
催
で
第
二
回
方
住
民
 

の
た
め
の
健
康
教
室
カ
を
左
記
の
通
り
 

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
 

ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。
 

▽
と
き
 
11 

月
 10 

日
田
 

午
後
2
時
1
4
時
ま
で
 

▽
と
こ
ろ
 

田
川
医
師
会
館
 

▽
講
演
 

「
高
血
圧
の
は
な
し
」
 

①
ど
ん
な
病
気
で
し
ょ
う
か
 

②
食
事
の
し
か
た
 

③
生
活
の
し
か
た
 

▽
懇
談
 
質
疑
応
答
を
致
し
ま
す
。
 

▽
講
師
 
田
川
医
師
会
会
員
 

※
入
場
無
料
 

※
な
お
、
当
日
会
場
に
て
ご
希
望
の
 

方
に
は
無
料
で
心
電
図
、
血
圧
測
 

定
、
尿
検
査
を
行
い
ま
す
。
 

（午 

後
〇
時
三
十
分
か
ら
受
付
）
 

※
次
回
は
「
肝
臓
病
の
は
な
し
」
を
 

予
定
し
て
い
ま
す
。
 

固
〇
九
四
七
四
ー
］
）
ー
一
六
四
七
 

年
金
相
談
所
の
開
設
 

国
民
年
金
、
厘
正
」
」
年
金
、
通
算
老
齢
 

年
金
な
ど
、
年
金
の
こ
と
で
わ
か
ら
な
 

い
こ
と
や
、
お
た
ず
ね
し
た
い
こ
と
は
 

あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

こ
う
し
た
皆
さ
ん
の
年
金
に
つ
い
て
 

の
ご
相
談
に
お
こ
た
え
す
る
た
め
に
、
 

次
の
と
お
り
福
岡
県
と
厚
生
年
金
基
金
 

連
合
会
の
共
催
で
、
年
金
相
談
所
が
開
 

か
れ
ま
す
。
 

年
金
に
つ
い
て
の
色
々
の
ご
相
談
は
、
 

こ
の
機
会
を
ご
気
軽
に
利
用
し
て
下
さ
 

い
 。

 

▽
と
き
・
と
こ
ろ
 

11 

月
 26 

日
囲
 
10 

時
ー
 15 

時
ま
で
 

飯
塚
市
（
飯
塚
井
筒
屋
）
 

▽
相
談
員
 
県
国
民
年
金
課
、
県
保
険
 

課
、
各
社
会
保
険
事
務
所
、
厚
生
年
 

金
基
金
連
合
会
の
各
職
員
 

自
治
医
科
大
学
 

入
学
者
募
集
 

自
治
医
科
大
学
で
は
、
五
十
五
年
毒
区
 

の
学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
 

▽
募
集
人
員
 

一
〇
〇
名
 

▽
出
願
資
格
 

高
等
学
校
を
窒
‘
未
し
た
者
お
よ
び
五
 

十
五
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
者
、
ま
 

た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
 

る
と
認
め
ら
れ
る
者
 

▽
第
一
次
試
験
 
1
月
 27 

日
同
 

9
時
ー
 12 

時
 30 

分
 

▽
第
二
次
試
験
 
2
月
 12 

日
因
 

9
時
ー
 17 

時
 

▽
願
書
受
付
期
間
 

1
月
 10 

日
ー
 16 

日
ま
で
 

▽
申
込
み
・
間
合
わ
せ
 

福
岡
県
衛
生
部
医
務
課
（
福
岡
市
博
 

多
区
中
州
由
占
局
町
二
上
一
福
岡
フ
ジ
 

ラ
ン
ド
ビ
ル
内
）
 

固
〇
九
ニ
ー
二
九
一
ー
七
五
三
六
 

特
定
疾
患
に
「
に
詳
 

が
追
加
対
象
に
ノ
 

県
で
は
、
こ
れ
ま
で
難
病
と
呼
ば
れ
 

る
二
〇
の
特
定
疾
患
の
串
署
の
医
療
費
 

自
己
負
担
額
を
公
費
で
負
担
し
て
い
ま
 

す
が
、
十
月
一
日
か
ら
さ
ら
に
「
ア
ミ
 

ロ
イ
ド
ー
ジ
ス
」
を
追
加
し
ま
す
。
 

▽
対
象
患
者
 

県
内
に
居
住
し
、
国
民
健
康
保
険
の
 

被
保
険
者
、
各
種
健
康
保
険
の
被
保
 

険
者
の
被
扶
養
者
、
日
雇
労
働
者
健
 

康
保
険
の
特
別
療
養
費
の
受
給
資
格
 

者
で
自
己
負
担
の
あ
る
人
。
 

▽
申
請
手
続
 

受
給
資
格
者
で
受
給
を
希
望
さ
れ
る
 

方
は
、
次
の
書
類
に
住
民
票
を
添
え
 

て
居
住
地
の
管
轄
保
健
所
に
申
請
し
 

て
下
さ
い
。
 

●
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
交
付
申
請
 

書
 
●
診
断
書
 

▽
間
い
合
わ
せ
は
 

最
寄
り
の
保
健
所
又
は
県
衛
生
部
保
 

健
対
策
課
（
福
岡
市
博
多
区
中
州
中
 

島
町
二
番
三
号
福
岡
フ
ジ
ラ
ン
ド
ビ
 

ル
三
階
）
 

固
〇
九
ニ
ー
二
八
一
ー
二
七
五
九
 

自
動
車
保
険
相
談
 

小
倉
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
 

ー
で
は
、
交
通
事
故
被
害
者
加
害
者
の
 

保
険
請
求
方
法
民
事
諸
問
題
の
解
決
に
 

無
料
で
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
の
で
 

ご
利
用
下
さ
い
。
 

▽
毎
日
（
日
・
祭
日
は
除
く
）
午
前
9
 

時
 30 

分
ー
午
後
4
時
 30 

分
ま
で
 

※
土
曜
日
は
正
午
ま
で
 

▽
弁
護
士
相
談
日
（
毎
週
金
曜
日
午
後
 

1
時
1
4
時
ま
で
）
無
料
 

▽
問
い
合
わ
せ
は
 

小
倉
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
 

ー
（
小
倉
北
区
紺
屋
町
、
明
治
生
命
 

小
倉
ビ
ル
内
）
 

固
〇
九
三
ー
五
二
一
ー
二
一
四
〇
）
 

無
縁
墳
墓
の
改
葬
 

次
の
者
に
縁
故
者
が
あ
れ
ば
期
日
ま
 

で
に
届
け
出
て
下
さ
い
。
 

●
墓
地
の
所
在
地
 
北
海
道
亀
田
郡
大
 

野
町
字
本
郷
十
四
番
地
 

●
墓
地
の
名
称
 
無
縁
墳
墓
（
埋
葬
者
 

白
川
伊
右
工
門
、
文
化
4

・5

・ 26 

死
亡
）
 

●
墳
墓
数
 
1
基
 

●
届
出
期
限
 
11 

月
 30 

日
 

●
届
出
先
 
北
海
道
亀
田
郡
大
野
町
役
 

場
保
健
環
境
課
公
害
衛
生
係
 

固
〇
一
三
八
七
七
ー
八
八
一
一
 


